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李

翔

の
學

暉

と

復

性

書

幅

島

俊

翁

宋
學
と
呼
ば
れ
る
新
儒
教
の
先
駆
を
な
し
た
思
想
家
は
唐
代
の
韓
愈

(七
六
八
ー
八
二
四
)
と
李
翔
と
で
あ
ろ
う
。
殊
に
李
翔
は
韓
愈
に
就

い
て
文
を
學
ん
だ
と
は
言

へ
、
其
の
思
想
は
之
を

一
層
深
遠
な
も
の
に
嚢
展
せ
し
め
、
後
代
に
影
響
を
與

へ
た
こ
と
は
、
人
の
知
る
所
で
あ

る
。李

翔
は
字
を
習
之
と
い
ひ
唐
の
徳
宗
の
貞
元
十
四
年
(七
九
八
)
の
進
士
、
憲
宗
の
元
和
元
年

(八
〇
六
)
國
子
博
士
史
館
修
撰
と
な
り
、
憲

宗
の
爲
め
に
屡

く
綱
紀
の
粛
正
を
建
言
し
て
嘉
納
さ
れ
、
諌
議
大
夫
李
景
倹
に
篤
く
信
任
せ
ら
れ
た
が
、
李
景
倹
が
斥
け
ら
れ
、
事
に
坐
し

て
、
朗
州

(今
の
湖
南
省
常
徳
縣
)
の
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
の
ち
徴
さ
れ
て
刑
部
侍
郎
戸
部
尚
書
な
ど
の
顯
職
に
就

い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
末

年
は
山
南
東
道
の
節
度
使
と
な
つ
て
武
宗
の
會
昌
年
間

(八
四
一ー
八
四
六
)
に
卒
し
、
文
公
と
詮
さ
れ
た
。

李
翔
の
性
格
は

「哨
鞭
に
し
て
論
議
屈
す
る
所
無
く
、
仕

へ
て
顯
官
を
得
ず
。
佛
欝
畿
す
る
所
無
し
」
と
い
ふ
風
で
あ
つ
た
。
其
の
著
に

李
文
公
集
十
八
巻
が
あ
つ
て
、
其
の
思
想
を
窺

ふ
べ
き
も
の
は
復
性
書
三
篇
で
あ
る
。

復
性
書
の
上
篇
は
性
情
及
び
聖
人
に
就
い
て
の
論
で
あ
り
、
中
篇
は
修
養
と
成
聖
の
方
法
を
述
べ
、
下
篇
は
人
の
努
力
修
養
の
必
要
を
力
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論
し
て
お
る
の
で
あ
る
α

今
そ
の
大
要
を
言

へ
ば
、
人
の
聖
人
た
る
所
以
は
性
で
あ
る
α
そ
の
性
を
惑
は
す
者
は
情
で
あ
る
。
喜
怒
哀
催
愛
悪
欲
の
七
は
皆
情
の
爲

す
所
で
、
情
が
昏
け
れ
ば
性
が
溺
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
性
の
過
で
は
な
く
七
者
が
循
環
し
て
交
ζ
來
る
故
に
性

を
充
す
こ
と
が
出
來
な

い
。
假

へ
ば
水
が
渾
る
時
は
其
の
流
れ
は
清
ま
ず
、
火
の
煙
る
時
は
其
の
光
は
明
か
で
な
い
。
然
し
こ
れ
は
水
火
清
明
の
過
で
は
な
い
。
沙

が
渾
さ
な
け
れ
ば
流
は
清
む
し
、
煙
が
欝
せ
ね
ば
光
は
明
か
な
の
で
あ
る
。
印
ち
情
が
起
ら
な
け
れ
ば
性
は
充
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
情
が

動
い
て
息
ま
ぬ
限
り
、
其
の
性
に
復
つ
て
天
地
を
燭
ら
し
、
不
極
の
明
を
な
す
こ
と
は
出
來
な
い
と
い
ひ
又
、

情
は
自
ら
情
な
ら
ず
、
性
に
因

つ
て
情
あ
り
。
性
自
ら
性
な
ら
ず
、
情
に
由
つ
て
以
て
明
か
な
り
。

聖
人
は
人
の
先
畳
者
な
り
。
畳
れ
ば
則
ち
明
か
に
、
否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
惑
ふ
。
惑

へ
ば
則
ち
昏
し
。
明
と
昏
と
之
を
不
同
と
謂
ふ
。
明
と

昏
と
は
性
に
本
よ
り
有
る
無
け
れ
ば
、
則
ち
同
と
不
同
と
二
者
離
る
。
夫
れ
明
は
昏
に
封
す
る
所
以
、
昏
既
に
滅
す
れ
ば
則
ち
明
も
亦
立

た
ず
。

聖
人
は
量
に
其
れ
情
な
か
ら
ん
や
。
聖
人
は
寂
然
不
動
、

牲
か
ず
し
て
到
り
、

言
は
ず
し
て
神
、
耀
か
ず
し
て
光
る
。
制
作
天
地
に
参

じ
、
攣
化
陰
陽
に
合
ず
。
情
あ
り
と
錐
も
未
だ
嘗
て
情
明
ら
ぎ
る
也
。

と
説
き
、
聖
人
に
は
情
か
無

い
の
で
は
な
く
、
之
に
惑
は
ず
著
せ
ず
、
性
に
よ
つ
て
統

一
さ
れ
て
、
そ
れ
が
性
の
上
に
動
く
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
心
理
状
態
を
李
翔
は
誠
と
い
い
、
誠
は
定
で
あ
つ
て
、
不
動
を
道
と
す
る
。
こ
の
誠
を
性
と
す
る
こ
と
が
復
性
で
あ
る
。
誠
に
な
り

切
る
な
ら
ば
盧
、
虚
に
な
り
切
れ
ば
明
、
明
に
な
り
切
れ
ば
、
天
地
を
照
し
て
遺
す
所
が
な
い
。
こ
の
至
誠

へ
の
復
蹄
印
ち
復
性
を
古
の
聖

人
孔
子
は
顔
子
に
、
顔
子
は
子
思
に
、
子
思
よ
り
孟
子
に
傳

へ
た
。
孟
子
が

「
四
十
に
し
て
心
を
動
か
ぎ
す
」
と
言

つ
た
の
は
こ
の
道
の
艦

験
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
孟
子
は
公
孫
丑

・
萬
章
の
徒
に
傳

へ
た
が
秦
の
始
皇
の
焚
書
坑
儒
の
暴
塞
・以
後
、
此
の
道

は
慶
敏
し
た
。
そ
こ
で

荘
列
老
繹
の
教
に
入
る
も
の
が
出
た
け
れ
共
、
儒
教
に
は
已
に
此
の
道
が
あ
つ
て
申
庸
の
書
に
淺
さ
れ
て
い
る
。
故

に
吾
の
知
る
所
を
書
に
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示

し
、

誠

明

の
源

を
開

い
て
、

て
お

る

の

で
あ

る
。

道
を
傳

へ
ん
す
る
の
で
あ
る
と
宣
言
し
、
彼
の
師
友
韓
愈
に
よ
つ
て
唱
道
さ
れ
た
儒
家
道
統
の
傳
を
強
調
し

李
翔
の
復
性
書
に
説
く
所
は
在
來
の
儒
書
特
に
易
経

・
中
庸

・
孟
子
を
論
檬
と
す
る
如
く
自
ら
標
榜
し
、
し
ば
し
ば
書
中
に
之
を
引
用
し

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
中
庸
や
孟
子
に
見
る
性
説
と
は
必
ず
し
も
同

一
味
と
は
直
に
考

へ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
中
庸
で
は

「
天
命
之
を
性

と
謂
ふ
。
性
に
率
ふ
之
を
道
と
謂
ふ
。
道
を
修
む
る
之
を
教
と
謂
ふ
」
と
言
つ
て
い
る
。
印
ち
人
は
天
の
命
令
の
如
く
紹
封
に
取
り
去
る
こ

と
の
出
來

ぬ
道
徳
的
性
質
を
共
通
に
固
有
し
て
い
る
。
故
に
こ
の
道
義
性
に
從
ふ
こ
と
が
道
で
あ
る
。
然
し
こ
の
固
有
の
人
心
も
其
の
儘
で

は
極
め
て
薄
弱
で
あ
る
か
ら
、
之
を
啓
培
助
長
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
教
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
道
義
性
と
共
に
人
に
は
情
慾
の

性
が
あ
る
。

情
慾
の
性
も
本
來
悪
と
は
言
ひ
得
ず
、
情
慾
の
性
の
中
か
ら
も

道
義
性
を
見
出
し
得
る
が
、
之
が

低
級
な
盟
慾
と
し
て
著
は

れ
、
道
義
性
を
害
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
道
義
性
の
議
達
と
情
慾
性
の
訓
練
と
が
必
要
で
あ
り
、
雨
者
の
調
和

を
計

つ
て
圓
満
な
人
格

を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
圓
漏
な
人
格
を
形
成
す
る
意
味
に
於
て

其
の
性
を
蓋
し
、
内
外

一
致
し
て

偲
の
無

い
行
動
の
あ
る
こ
と
を

「
誠
」
と
い
つ
て
い
る
。
誠
は
性
を
鑑
す
こ
と
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
。
邸
ち
自
己
の
性
を
鑑
せ
ば
、
能
く
人
の
性
を
霊
し
、
更
に
物
の
性
を

蓋
す
こ
と
が
出
來
て
、
天
地
の
化
育
に
参
じ
、
天
人
合

一
の
境
に
至
る
と
読

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
中
庸
に
は
鑑
性
と
い
ふ
こ

と
を
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
李
翔
は

誠
は
聖
人
之
を
性
と
す
る
也
。
其
の
性
に
復
し
、
聖
人
之
を
修
む
。

情
は
妄
な
り
、
邪
な
り
。
妄
情
滅
息
す
れ
ば
本
性
清
明
、
六
盧
に
周
流
し
、
之
を
能
く
其
の
性
に
復
す
る
所
以
な
り

と
言

つ
て
、
心
の
欲
を
梯
ひ
去
り
其
の
本
然
の
性
に
立
ち
か

へ
る
こ
と
を
復
性
と
し
、
自
己
の
本
性
を
呼
び
か

へ
し
、
本
性
を
験
し
、
本
性

に
安
ん
ず
る
と
い
う
意
味
か
ら
特
に
蓋
性
と
言
は
ず
し
て
復
性
と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ざ
れ
ば
李
鰯

の
謂
ふ
性
は
、
佛
教
的

の
本
心
、

く
衆
生
も
佛
も
本
來
浮
明
圓
覧
の
本
心
が
あ
る
。

つ
て
は
渾
る
が
、
本
よ
り
水
は
水
で
変
り
な
く
、

心
に
依
つ
て
起

る
と
な
す
に
近

い
思
想
で
あ

る
。

自
性
、
或
は
根
本
主
膣
と
で
も
名
つ
く
可
く
、
情
は
無
明
煩
悩
客
塵
と
で
も
目
す

べ
き
も
の
で
、
佛
教

に
説

に
も
係
ら
ず

衆
生

の
本
心
は
無
明
煩
懐

に
覆
は
れ

て
本

心
を
登
露
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
恰
も
水
に
砂
が
あ

無
明
煩
悩
と
錐
も
浮
明
圓
畳
の
本
心
と
封
立
し
た
地
位

に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
無
明
煩
悩
も
圓
畳

の
本

然
ら
ば
如
何
に
す
れ
ば
復
性
の
事
實
を
艦
験
し
、
聖
人
の
境
地
に
達
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
李
翔
は

或
ひ
と
問
う
て
曰
く
、
人
の
昏
き
や
久
し
。
將
に
其
の
性
に
復
せ
ん
と
す
る
者
は
、
必
ず
漸
あ
る
也
。
敢
て
其
の
方
を
問
ふ
と
。
曰
く
、

『
慮
ら
ず
、
思
は
ざ
れ
ば
、
情
則
ち
生
ぜ
ず
。
情
既
に
生
ぜ
ぎ
れ
ば
、
乃
ち
正
思
と
な
る
。
正
思
は
無
慮
無
思
な
り
。
易
に
曰
く
、
天
下

何
を
か
思
ひ
、
何
を
か
慮
ら
ん
と
。
又
曰
く
、
邪
を
閉
ぢ
て
其
の
誠
を
存
す
と
。
詩
に
曰
く
、
思
邪
無
し
と
。
…
…
此
れ
其
の
心
を
齋
戒

す
る
者
な
り
。
猫
ほ
未
だ
静
を
離
れ
ず
、
静
あ
れ
ば
必
ず
動
あ
り
。
動
あ
れ
ば
必
ず
静
あ
り
。
動
静
息
ま
ぎ
る
は
是
れ
乃
ち
情
な
り
。
易

に
日
く
、
吉
凶
悔
吝
は
動
よ
り
生
ず
る
者
な
り
と
。
焉
ん
ぞ
能
く
其
の
性
に
復
せ
ん
や
』
と
。
曰
く
、
之
を
如
何

に
す
る
や
と
。
曰
く
、

『方
に
静
の
時
、
心
の
無
思
を
知
る
は
是
れ
齋
戒
な
り
。
本
よ
り
思
有
る
無
き
を
知
れ
ば
動
静
皆
離
れ
、
寂
然
不
動
な
る
も
の
、
是
れ
至

誠
な
り
。
中
庸
に
曰
く
、
誠
は
則
ち
明
な
り
と
。
易
に
曰
く
、
天
下
の
動
は
夫
の

一
に
貞
な
る
者
な
り
』
と
。
問
う
て
日
く
、
不
慮
不
思

の
時
、
物
外
よ
り
格
り
、
情
内
に
鷹
ず
、
之
を
如
何
に
し
て
止
む
可
き
や
。
情
を
以
て
情
を
止
む
る
、
其
れ
可
な
り
や
と
。
曰
く
、
『
情
は

性
の
邪
な
り
。
其
の
性
の
邪
な
る
を
知
れ
ば
邪
本
よ
り
有
る
無
し
。
心
寂
に
し
て
不
動
な
れ
ば
邪
思
自
ら
息
む
。
惟
く
性
明
か
に
照
せ
ば

邪
何
れ
の
所
に
か
生
ぜ
ん
。
情
を
以
て
情
を
止
む
る
が
如
き
は
是
れ
乃
ち
大
情
な
り
。
情
互
に
相
止
む
れ
ば
其
れ
已
む
こ
と
あ
ら
ん
や
。

易
に
曰
く
、
顔
氏
の
子
、
不
善
あ
れ
ば
未
だ
嘗
て
知
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
を
知
れ
ば
未
だ
嘗
て
復
た
行
は
ざ
る
也
。
易
に
曰
く
、
遠
か

い
た

ら

ず

し

て
復

る
。

悔

に

祇

る

こ
と
無

し
。

元

吉

と

。
』

問

う

て
曰

く

、

本

よ
り

思

あ

る
こ

と
無

け

れ

ば
、

動

静

皆
離

る
と

。
然

ら
ば

則

ち
聲

の
來

る

や
、

其

れ
聞

か
ざ

る

か
。

物

の
形

る

る
や
、
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す
な
は

其

れ
見

ざ

る
か

と

。
曰

く

、
『
観

ざ

る
聞

か
ぎ

る
は

、
是

れ
人

に
非

ざ

る
な
り

。

覗

聴

昭

々

、
而

も
見

聞

に
起

ら
ざ

る
者

、
斯

ち

可

な
り

。

知

ら

ぎ

る

こ

と
無

き

な
り

。

爲

さ
ぎ

る

こ
と

無

き

な
り

。

其

の

心
寂

然

と

し

て
、

光

天

地

を
照

す
、

是

れ
誠

の
明

な

る

な
り

。

大

學

に
曰

く

、

知

を
致

す

は
物

に
格

る

に
在

り

と
。

易

に
曰

く
、

易

は

思

ふ
こ
と

無

き

な
り

。

爲

す

こ

と
無

き

な
り

。

寂

然

と

し

て
動

か

ず
、

感

じ

㈹

て
途
に
天
下
の
故
に
通
ず
。
天
下
の
至
碑
に
非
ん
ば
、
其
れ
敦
れ
か
能
く
此
に
與
ら
ん
と
。
』

こ
こ
に
李
翔
が

「弗
慮
弗
思
と
」
い
ひ
、

「
知
心
無
思
」
に
入
り
、

「
知
本
無
有
思
」
に
至
つ
て
動
静
の
封
立
を
双
離
し
、
物
格
つ
て
物
に

著
せ
ず
、
情
を
邪
妄
と
知
る
と
同
時
に
邪
妄
有
る
な
く
、
止
む
る
を
待
た
ず
し
て
有
る
こ
と
無
か
し
め
る
と
読
く
所

の
如
き
は
、
古
來
儒
家

の
言
及
想
到
せ
な
い
鮎
で
あ
つ
て
、
寧
ろ
佛
典

殊
に
楊
伽
経
の
所
謂

「動
静
二
相
、
了
然
不
生
」
、
或
は

六
租
壇
経

に

「
無
相
者
、
於
相
而

離
相
、
無
念
者
、
於
念
而
無
念
」
と
示
さ
れ
、
又
圭
峰
宗
密
が

「
眞
心
無
念
。
念
起
印
覧
。
覧
之
印
無
。
修
行
妙
門
、
師
在
此
也
」
と
教
ふ

る
意
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。

わ
が
江
戸
時
代
の
儒
者
太
田
錦
城

・
伊
藤
仁
齋
の
如
き
は
、
李
翔
の
所
説
は

一
に
老
荘
の
書
に
本
づ
き
聖
賢
の
道
學
に
非
ず
と
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
盾
の

一
面
を
見
て
未
だ
雨
面
に
至
ら
ざ
る
も
の
と
言
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
私
は
寧
ろ
之
は
當
時
天
台
の
教
義
を
研

㈲

究
し
た
梁
粛
の

「
止
観
統
例
」
の

一
書
に
負
ふ
所
が
近

い
と
信
ず
る
。
止
観
統
例
に
は

夫
れ
止
観
は
何
を
か
爲
す
や
。
萬
法
の
理
を
導
い
て
實
際
に
復
す
る
者
な
り
。
實
際
と
は
何
ぞ
や
。
性
の
本
な
り
。
物
の
能
く
復
せ
ぎ
る

所
以
の
者
は
、
昏
と
動
と
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
。
昏
を
照
す
者
之
を
明
と
謂
ひ
、
動
を
駐
む
る
者
之
を
静

と
謂
ふ
。
明
と
静
と
は

止
観
の
盟
な
り
。
…
…
…

夫
れ
聖
人
は
以
て
惑
の
以
て
志
を
喪
ふ
に
足
り
、
動
の
以
て
方
を
失
ふ
を
見
る
あ
り
。
是
に
於
て
か
止
つ
て
之
を
観
る
。
静
に
し
て
之
を

明
か
に
し
、
其
の
動
に
し
て
能
く
静
、
静
に
し
て
能
く
明
な
ら
し
め
、
相
待
に
因

つ
て
、
以
て
法
を
成
ず
。
絶
待

に
印
し
て
以
て
本
を
照
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す
。
大
事
を
立
し
て
以
て
正
を
御
し
、
大
事
に
乗
じ
て
槽
を
総
ぷ
。
不

二
の
場
に
清
息
し
て
、
読
三
の
域
に
鼓
舞
す
。
至
微
以
て
性
を
蓋

し
、
至
蹟
以
て
祠
を
休
す
。
…
…
…

凡
そ
爲
す
所
の
上
聖
の
域
、
登
に
隔
閥
遼
簑
、
凡
境
と
杳
紹
せ
ん
や
。
是
れ
唯
く

一
性
の
み
。
之
を
得
る
を
悟
と
爲
し
、
之
を
失
ふ
を
迷

と
爲
す
。

一
理
の
み
。
迷
う
て
凡
と
爲
り
、
悟

つ
て
聖
と
爲
る
。
迷
ふ
者
は
自
ら
隔
っ
。
理
隔
て
ざ
る
な
り
。
失

ふ
者
は
自
ら
失
ふ
。
性

失
は
ざ
る
な
り
。
止
観
の
作
、
異
同
を
離
れ
て
聖
神
を
究
め
、
群
生
を
し
て
性
を
正
し
て
理
に
順
は
し
む
る
所
以

の
者
な
り
。
性
を
正
し

㈹

理
に
順
ふ
は
覧
路
に
行
き
、
妙
境
に
至
る
所
以
な
り

と
あ
る
。
李
翔
が
此
の
書
か
ら
大
な
る
影
響
を
う
け
、
薔
來
の
儒
家
傳
統
の
思
想
を
以
て
表
章
と
し
た
こ
と
は
、
爾
書
を
観
る
者
の
容
易
に

首
肯
す
る
所
で
あ
ら
う
。
況
ん
や
ま
た
梁
粛
は
李
翔
と
同
じ
く
儒
家
出
身
で
建
中
年
間

(
七
八
〇
ー
七
八
二
)
翰
林
學
士
と
な
り
、
大
暦

・

09

貞
元

(
七
六
六
ー
八
〇
四
)
の
間
に
古
學
の
復
興
に
力
め
た
彼
の
先
輩
で
、
李
翔
の

「
感
=知
己
一賦
」
に
は
其
の
知
遇
を
得
た
こ
と
を
謳

つ

て
お
る
程
で
も
あ
る
か
ら
、
天
台
止
観
の
思
想
を
味
ふ
機
縁
が
無
か
つ
た
と
は
言

へ
な
い
で
あ
ら
う
。

な
ほ
此
の
邊
の
こ
と
に
就
て
は
宋
の
石
室
祀
誘
の

「佛
教
編
年
通
論
」
の
中
に

習
之

(李
翔
の
字
)
は
蓋
し
之
を
佛
経
に
得
た
り
。
た
だ
文
字
の
援
引
異
り
と
爲
す
の
み
。
習
之
、
韓
昌
黎
に
從
つ
て
文
を
爲
る
を
學
ぶ
に

由
る
。
昌
黎
は
原
性
を
著
は
し
て
實
に
未
だ
性
を
見
ず
。
徒
に
其
の
僻
を
娩
に
し
、
品
目
を
設
け
て
以
て
之
を
岐

つ
。
當
時
明
道
の
君
子

域
く
取
る
な
し
。
習
之
是
に
於
て
其
の
心
を
齊
戒
し
て
動
静
倶
離

・
寂
然
互
融
の
旨
を
究
め
、
情
を
混
し
て
性
に
復
り
、
至
誠
に
し
て
道

を
見
る
に
至
る
。
設
天
台
止
観
統
例
と
頗
る
合
す
。
明
に
佛
経
を
引
か
ず
と
錐
も
、
其
れ
能
く
隠
さ
ん
や
。
向
に
習
之
を
し
て
藥
山
の
室

㈱

に
入
る
を
獲
し
め
ば
則
ち
其
の
読
更
に
遠
く
、
其
説
更
に
遠
け
れ
ば
則
ち
反
っ
て
是
の
書
の
衆
情
に
近
き
が
若
く
な
ら
ざ
る
な
り

と
評
し
て
い
る
の
は
必
ず
し
も
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

⑯

然
し
私
は
更
に
李
翔
の
復
性
と
い
ふ
こ
と
が
輝
家
の
所
謂
見
性
と
い
ふ
こ
と
と
本
よ
り
深
淺
高
下
の
別
は
あ
る
と
し
て
も
、
二
入
四
行
論
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ひ

ぎ

な

な

・
血
脈
論

・
六
租
檀
経
等
の
輝
書
に
記
さ
れ
て
お
る
所
と
照
し
合
せ
て
、
文
字
の
表
、
思
想
の
裏
に
於
て
相
通
ず
る
所
の
あ
る
こ
と
を
見
逃

せ
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
既
に
先
人
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
李
翔
に
は
學
輝
の
経
験
が
あ
つ
た
こ
と
を
思
ひ
浮
べ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。

前
に
も
記
し
た
よ
う
に
李
翔
は
元
和
十
五
年

(八
二
〇
)

七
月
に
朗
州
の
刺
史
と
な
つ
て
赴
任
し
た
頃
、

同
州
の
藥
山
に
貞
元
の

初
年

⑯

(
七
八
五
)

か
ら

住

庵

し
、

三
十
年

間

輝

風

を
學

揚

し
學

徒

に
接

し

た
惟
綴

暉

師

の
道
風

を
慕

ひ
、

屡

く
之

を

迎

へ
よ
う

と

し

た
。

惟

撮

が

之

に
慮

じ

な
か

つ
た

の

で
、

李

翔

は

自

ら
藥

山

に
入

つ
て
敬

を

致

し

た
。
其

の
時
藥

山

は
端

然

経

を
看

て
顧

み
な

か

つ
た
。

そ

こ
で

翔

曰

く

、

「
面

を

見

る

に
、

名

を
聞

く

が

如

く

な
ら

ず

」

と
、

袖

を
梯

つ
て
行

く
。

藥

山

却

つ
て
翔

を
召

ぶ
。

翔

首

を

回

ら
す

。

「
何

ぞ

耳

を
貴

ん

で
目

を
賎

し
む

や
」

と
。

翔

頂
拝

し
て
起

つ
て
問

ふ
。

「
如

何

な

る
か
是

れ

道
」

と
、

藥

山

手

を

以

て
天

を

指

し
、

ま

た

浄

瓶

を
指

す

。

翔

曰

く

、

「
不

會

」

と

。

藥

山
日

く
、

「
雲

は

青

天

に
在

り
、

水

は
瓶

に
在

り
」

と
。

翔
謝

し

て
偶

を
呈

す

。

錬

二
得

身

形

一似

二
鶴

形

一。

千

株

松

下
爾

函

経

。

我

來

問

レ
道

無

二
絵

事

一。

雲

在

=
青

天

縞水

在

γ
瓶

。

一
に
説
に
作
る



又

一
夕

師

山

に

登

る
。

忽

ち

雲
開

い
て
月

を

見

る
。

大

に
哺

く

こ
と

一
聲

。
聲

濃

陽

の
八

九

十
里

に
落

つ
。
李

翔

之

を
聞

い
て
、

又
偶

を

寄

す
。

選

二
得

幽
居

一櫃

=
野
情

一
。
絡

年

無

γ迭

亦

無

レ
迎
。

有

γ
時
直

上
孤

峰

頂

。
月

下

披

γ雲

囎

一
聲

。

一
に
大
に
作
る

翔
叉
問
ふ
、

「
如
何
な
る
か
是
れ
戒
定
慧
」
と
。

師
曰
く
、

「
貧
道
の
遮
裏
、
此
の
閑
家
具
な
し
」
と
。

翔
玄
旨
を
測
る
莫
し
。

師
曰
く
、

「
太
守
此
の
事
を
保
任
す
る
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
直
に
須
ら
く
、
高
高
た
る
山
頂
に
向

つ
て
坐
し
、
深
深
た
る
海
底
に
行
く
べ

αの

し
。
閨
閤
中
の
物
捨
て
得
ず
ん
ば
、
便
ち
滲
漏
を
爲
さ
ん
」
と
。
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こ
う
し
た
李
羅

山
の
問
蕎

量
の
記
事
は
、
租
堂
集

(四
)
景
簿

燈
録

(蜷
+
)
等
に
見
え
、
人
の
普
ね
く
知

る
所
で
あ
り
、
李
翔
は

藥
山
惟
撮
の
嗣
法
の
居
士
と
な
つ
て
お
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
藥
山
に
参
じ
た
居
士
に
は
相
國
の
崔
群

・
常
侍
の
温
造

の
人
々
も
あ
つ
た
が
李

翔

一
人
が
居
士
と
し
て
卓
越
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

然
し
彼
が
藥
山
に
参
じ
た
の
が
そ
の
朗
州
の
刺
史
時
代
で
あ
つ
た
と
す
る
と
そ
れ
は
比
較
的
短
い
期
間
で
あ
る
。

と
言
ふ
の
は
彼
が
諌
議

大
夫
の
李
景
倹
の
事
に
坐
し
て

一
旦
朗
州
に
左
遷
せ
ら
れ
た
が
、
俄
に
ま
た
李
景
像
が
諫
議
に
復
職
し
た
の
で
、
李
翔
も
亦
入
つ
て
禮
部
郎

中
に
な
つ
て
お
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
短
い
間
に
藥
山
の
縄
を
獲
得
す
る
に
は
彼
に
そ
れ
丈
け
の
素
地
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
藥

⑳

山
に
参
得
す
る
以
前
に
慶
州
西
堂
の
智
藏
、
信
州
鵡
湖
の
大
義
、
唐
州
紫
玉
山
の
道
通
等
の
馬
祀
下
の
三
暉
匠
に
請
盆
す
る
所
が
あ
っ
た
こ
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と

を
認

め

ね
ば

な

ら

ぬ
。

景
徳
傳
燈
録
(七
)の
慶
州
西
堂
智
藷

師
の
條
に
、

馬
租
の
滅
後
、
師

(智
蔵
)
唐
の
貞
元
七
年
衆
請
う
て
開
堂
せ
し
む
。
李
尚
書
翔
、
嘗
て
僧
に
問
ふ
、

「馬
大
師
に
什
塵
の
言
教
あ
り
し

や
」
と
。
僧
云
ふ
、

「大
師
、
或
と
き
は
師
心
邸
佛
を
読
き
、
或
と
き
は
非
心
非
佛
を
読
け
り
」
と
。

李
云
ふ
、

「
総
に
遮
邊
を
過
ぐ
」
と
。

李
却
つ
て
師

(智
藏
)
に
間
ふ
、

「
馬
大
師
に
什
慶
の
言
数
あ
り
や
」
と
。

師
李
翔
を
呼
ぶ
。
翔
鷹
諾
す
。

㈱

㈲

師
云
ふ
、

「
鼓
角
動
く
也
」
と
。

こ
う
い
ふ
話
頭
が
見
え
て
お
る
。
こ
の
智
藏
は

元
和
九
年

(八
一
四
)
世
壽
八
十
を
以
て
示
寂
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

西
堂
に
住
山
し
た

貞
元
七
年

(七
九

一)
の
頃
に
李
翔
が
謁
し
た
と
す
れ
ば
、

彼
は
藥
山
に
参
ず
る
よ
り

約
三
十
年
前
に
智
藏
の
暉
機

に
鰯
れ
た
こ
と
が
肯
つ

か
れ
る
の
で
あ
る
。

又
同
じ
く
景
簿

燈
録

(七
)
の
信
州
覇

大
藷

師
の
臨

な
に

李
翔
嘗
て
師

(大
義
)
に
問
ふ
。

「大
悲
千
手
眼
を
用

つ
て
、
慶
を
か
作
す
」
と
。

師
云
ふ
、

「
今
上
公
を
用
い
て
慶
を
作
さ
し
む
や
」
と
。

一
僧
有
り
、
塔
を
置
か
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
李
尚
書
問
う

て
日
く
、

を
將
つ
て
塔
下
に
過
ぐ
る
を
許
さ
ず
と
又
作
腰
生
」
と
。
樹
ふ
る
こ
と
な
し
。

僧
却
つ
て
來

つ
て
師
に
問
ふ
ρ
;
3

㈱溜

師

云

ふ
、

「
他

は
大

閲

提

を
得

た

り

」

と
。

「
教
中
に
屍
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か
く
の
如
く
に
大
義
と
の
清
息
を
傳

へ
て
お
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
義
は
眞
宗
皇
帝
か
ら
篤
く
婦
依
さ
れ
た
大
徳

で
あ
る
が
、
元
和
十
三

年

(八
一
八
)
七
十
四
の
壽
を
以
て
順
世
し
て
い
る
。
佛
租
通
載

(蜷
二
)
に
は
憲
宗
の
元
和
元
年

(八
〇
六
)
の
條
下
に
同
様
の
話
が
記
載
さ

れ
て
お
る
の
で
、
之
を
其
の
時
代
の
出
來
事
と
信
ず
る
な
ら
ば
、
李
翔
が
大
義
の
機
に
鯛
れ
た
の
は
、
藥
山
の
そ
れ
よ
り
も
約
十
四
年
前
に

属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

う

紫
玉
山
道
通
と
李
翔
と
の
關
係
は
賛
寧
の
宋
高
僧
傳

(十
)
の
麿

州
紫
玉
山
道
翼
の
傳
に

元
和
八
年
弟
子
金
藏
出
で
て
百
丈
山
の
海
琿
師
に
参
禮
す
。
廻
に
通
を
見
る
。
通
鰍
然
と
し
て
色
を
作
し
、
汝
來

れ
り
。
此
山
主
有
る
な

り
と
。
杖
を
曳
い
て
樫
ち
に
嚢
州
に
去
る
。
道
俗
皆
迎
ふ
。
七
月
十
五
日
に
至
つ
て
疾
無
く
し
て
絡
る
。
春
秋
八
十
三
。

一
に
云
ふ
、
故

相
國
干
頗
最
も
心
を
鶴
す
る
所
、
尚
書
李
翔
こ
れ
を
禮
重
す

と
簡
短
な
記
事
が
あ
り
、
又
同
書

(巻
十
七

)
藥
山
の
傳
中
に
は

復
た
紫
玉
輝
翁
に
遇
う
て
、
且
た
道
趣
を
増
明
し
、
復
性
書
上
下
二
篇
を
著
す

と
も
書
か
れ
て
い
る
。
之
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
道
通
が
百
丈
山
を
去

つ
て
嚢
州

(湖
南
省
裏
陽
府
)
の
紫
玉
山
に
來
た
の
が
元
和
八

年

(八
一
三
)
で
あ
る
か
ら
、
李
翔
は

其
の
頃
道
通
を
禮
重
し
請
盆
し
た
の
で
道
通
の
晩
年
に
属
し
、

彼
が
藥
山
に
謁
す
る
よ
り
も
七
八
年

以
前
の
こ
と
か
と
想
像
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
李
翔
の
輝

へ
の
關
心
は
彼
の
肚
年
の
頃
か
ら
生
れ
、
修
縄
の
結
實
を
藥
山
に
見
出
し
た
と
考

へ
て
よ
い
と
思
ふ
。
而
し
て
其

の
思
想
に
は
馬
租
下
の
縄
風
が
陰
に
陽
に
融
會
さ
れ
、
復
性
書
な
る
も
の
の
基
盤
が
夙
に
培
は
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
す
る
に
難
く
な
い
と

思
ふ
の
で
あ
る
。
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然
ら
ば
復
性
書
と
し
て
纒
め
ら
れ
た
の
は
何
時
の
頃
で
あ
ら
う
か
、

之
に
就
い
て
は
金
の
李
純
甫

(屏
山
)
の
著
、

「
鳴
道
集
読
」
の
序

文
を
、
元
の
耶
律
楚
材

(湛
然
居
士
)
が
書
い
て
、
其
の
胃
頭
に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

屏
山
居
士
年
廿
有
九
、
閲
二
復
性
書
一、
知
下
李
習
之
亦
年
廿
有
九
参
一一藥
山
一而
退
著
上
γ書
。

大
嚢
二感
歎
一、
日
抵
二萬
松
'、
深
攻
丞
撃
、

退
而
著
γ書
、
會
三
二
聖
人
理
性
蘇
奥
之
妙
要
一、
終
指
二蹄
佛
祀
一而
己
。

と
述
べ
、
李
翔
が
廿
九
才
の
時
に
藥
山
に
参
暉
し
て
復
性
書
を
著
し
た
と
見
て
お
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
宋
の
葉
夢
得

(石
林
)
の
避
暑

録
話

(下
)
に
は

習
之
作
=復
性
書
一時
、
年
二
十
九
。
猫
未
γ見
=藥
山
一也
。

と
言

つ
て
、
藥
山
に
見
え
た
の
は
、
復
性
書
の
成
る
の
前
、
彼
二
十
九
才
の
時
と
し
、
復
性
の
説
は
縄
理
と
は
濁
立

し
て
創
作
さ
れ
た
も
の

と
考

へ
よ
う
と
す
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。

が
之
に
つ
い
て
私
の
見
る
所
で
は
、
假
り
に
李
純
甫
乃
至
耶
律
楚
材
の
言
ふ
如
く
、
李
翔
が
廿
九
才
で
藥
山
に
参

じ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
少

く
と
も
彼
が
朗
州
の
刺
史
時
代
、

元
和
十
五
年

(八
二
〇
)
の
頃
に
属
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
進
士
に
な
つ
た
貞
元
十
四
年

(七
九
八
)

は
、
其
よ
り
二
十
二
年
の
昔
に
遡
る
こ
と
と
な
り
、
李
翔
七
才
に
し
て
進
士
及
第
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
是
れ
常
識

と
し
て
考

へ
ら
れ
な
い

所
で
あ
る
。
今
私
は
復
性
書
が
彼
の
廿
九
才
の
時
に
成

つ
た
か
否
か
を
決
定
す
る
論
擦
は
持
た
な
い
け
れ
共
、
彼

が
藥
山
に
請
盆
す
る
よ
り

以
前
、
師
ち
其
の
肚
年
の
時
代
の
作
と
見
て
差
支
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
上
述
の
如
く
、
彼
は
若

く
し
て
西
堂
智
藏

・
鵡
湖

大
義

.
紫
玉
道
通
等
に
よ
つ
て
、
當
時
の
士
大
夫
に
例
し
て
、
深
く
暉
味
を
喫
去
し
て
居
た
し
、
尚
又
前
言
の
如

く

一
面
梁
粛
の
著
書
に
も

親
し
み
得
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
暉
理
と
佛
典
と
を
咀
噛
玩
味
し
、
自
家
屋
裡
の
艦
験
と
學
究
と
の
結
果
、
在
來

の
儒
家
が
古
典
の
訓
詰
に
絡

始
し
、
活
き
た
古
聖
の
精
紳
を
没
却
せ
ん
と
す
る
宿
弊
を

一
掃
し
、
儒
門
に

一
新
生
命
を
加

へ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
か
ら
で

あ
る
。
彼
の
業
蹟
の
偉
大
さ
は
、
こ
の
復
性
書
が
基
調
と
な
つ
て
、
後
の
深
遠
な
宋
明
の
學
術
思
想
が
議
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
思
ふ
。
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C≧0)(19)(18)(17)(16)

註

(15)(14)(13)(12)(11}(10)(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

唐
書
巻

一
七
七
、
奮
唐
書
巻

「
六
〇
。

唐
書
巻

一
七
七
。

四
部
叢
刊
集
部
所
牧
、
文
苑
英
華
、
性

理
會
通
等
所
牧
。

復
性
書
上
篇
。

復
性
書
上
篇
。

復
性
書
中
篇
。

太
田
錦
城

の
疑
問
録
上
、
復
性
復
初
。

伊
藤
仁
齋
の
語
孟
字
義
巻
上
、
性
、
情
。

唐
書
巻

二
〇
二
、
附
文
藝
蘇
源
明
傳
、
佛
組
統
紀
巻

一
〇
、
居
士
傳
巻

=
二
に
見
ゆ
。

大
藏
経
巻
四
六

に
あ
る
。
建
中
三
年

(
七
八
二
)
の
著
。

李
公
文
集
巻

一
。

隆
興
佛
教
編
年
通
論
巻

二
四

(卍
績

二
乙
三

二
二
i

四
)
。

敦
煙
出
土
唐
篤
本
、
少
室
逸
書
中
、

二
入
四
行
論

〔
四
三
〕

血
脈
論
中
各
所

に
見
性

の
句
節
が
散
見
す
る
。

六
租
檀
経

(
興
聖
寺
本
)

「
縁
起
説
法
門
、
七
、
説
摩
詞
般
若
波
羅
密
門
、
十
、
南
北

二
宗
見
性
門
、

(流
通
本
)

七
、
等
参
照

租
堂
集
巻
四
、
景
徳
傳
燈
録
巻

甲
四
、
佛
祀
通
載
巻
二
〇
、
宋
高
曾
傳
巻

一
七
等

に
見
ゆ
。

こ
の
話
は
租
堂
集
で
は
、

一
曾
が
身
命
切
急

の
庭
如
何
と
問
う
た
時
答

へ
た
藥
山

の
垂
語

と
な

つ
て
い
る
。

唐
書
巻

一
六
五
、
薔
唐
書
巻

一
一
九
に
傳
あ
り
、
宋
高
曾
傳
に
も
見
ゆ
。

唐
書
巻
九

一
附
大
雅
傳
、
曹
唐
書
巻

一
六
五
に
傳
あ
り
。

!
熱
曲
悔
嚴
-

欄
刺
史
李
賜

　

　

　

　

i
鵡
湖
大
義

六
租
慧
能
-
馬
租
道

一
ー

1

断
堂
勧
戴

坐
輝
第

五
、
臓
悔
第
六
、
機
縁
第
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(23)(22)〔21)(26加(25)(24)

ひ

の

　

の

ー
紫
玉
道
通

ー
南
泉
普
願
-
陸
亘
大
夫

!
麗
纏

居
士

-

百
丈
懐
海
ー

黄
乗
希
運
ー
臨
濟
義
去

下
略

因

に
租
堂
集
、
傳
燈
録
に
は
藥

山
を
石
頭
希
遷

の
法
嗣
と
な
し
聯
燈
録
、
普
灯
録
、
五
燈
會
元
及
び
わ
が
竜
安
寺
多
福
蕎

の
全
久

が
編

し
た
正
誤
佛
租

宗
派
之
圖

に
は
馬
祖
下
に
し

て
い
る
。
藥
山
は
石
頭
に
も
馬
租

に
も
歴
参
し
た
事
實
も
あ
る
し
、
李
翔
が
参
騨

の
諸
師
と

の
宗
風
關
係
か
ら
見
て
或

は

之
を
右

の
如
く
馬
組
下
と
す
る
理
が
成
立
ち
は
せ
な
い
か
。
虎
關
師
錬

の
五
家
辮
で
は
、
唐
伸

の
藥
山

の
碑
文

に
よ
り
、
馬
組
下
と
す

べ
き

こ
と
を
明

に
し
て

い
る
。

荘
子
、
徐
無
鬼
篇
に
、
鼓
ノ
宮
宮
動
、
鼓
ソ
角
角
動
、
音
律
同
　
と
あ
る
。

景
徳
傳
燈
録

の
他
、
宋
高
曾
傳
巻

一
〇
馬
租
傳
下
、
騨
宗
正
脈
巻
三
に
も
あ
を
。

佛
祀
通
載
雀

二
〇
、
輝
宗
正
脈
巻
三
、
編
年
通
論
巻

二
〇
、
釈
氏
稽
古
略
雀

二
等

に
も
出
づ
。
組
堂
集
巻

一
五
、
馬
租
下
鵡
湖
和
爾

の
條
に
は
李
翔

の

記
な
し
。

大
悲

の
菩
薩

が
衆
生
濟
度

の
爲

に
故
意

に
浬
藥
に
入
ら
ぬ
も
の
を
大
悲
閣
提

と
い
ふ
、

こ
の

こ
と
か
と
思

ふ
。

㌧

租
堂
集
巻

一
四
馬
租
下

に
あ
り
、
李
翔

と
の
こ
と
は
見
え
ず
。

太
田
錦
城

の
疑
問
録
に
之
を
引
く
。


